
 

 

 

 

１．運転または建設中の発電所（設備容量 運転中：13 基 計 1128.5 万 kW、建設中：1基 計 28.0 万 kW） 

利用率・稼働率（％） 発電電力量（億 kWh）   項 目 

発電所名 

現状 

平成 20 年度 運開後累計 平成 20 年度 運開後累計 

１号機 運転中 
７７．９

７９．１ 

６７．５

７０．１ 

１０．２ ８１１．５日本原子力発電㈱ 

 

敦 賀 発 電 所 
２号機 

定期検査中 

（調整運転中） 
(H19.8.26～H20.9 中旬以降) 

１４．８

１５．７ 

７８．８

７９．１ 

６．２ １,７２５．７

日本原子力研究開発機構 

 

高速増殖原型炉もんじゅ 

性能試験中 

（事故停止中） 

――――― 

（H7.12.8 中間熱交換器(C)二次系出口配管からのナトリウム漏えいに伴い、

            原子炉手動停止。) 

１号機 運転中 

４４．２

４５．２ 

５１．５

５３．９ 

５．５ ５７９．４

２号機 運転中 

１９．５

２１．１ 

６０．８

６２．３ 

３．５ ９６１．５

関 西 電 力 ㈱ 

 

美 浜 発 電 所 

３号機 
定期検査中 

(H20.9.1～H20.12 上旬)

１０４．０

１００．０ 

７０．１

７１．１ 

３１．５ １,６１２．６

１号機 運転中 

６０．３

６０．８ 

６６．３

６７．３ 

２６．０ ２,００８．６

２号機 運転中 
１０２．０

１００．０ 

７２．７

７３．５ 

４３．９ ２,１５３．１

３号機 
定期検査中 

(H20.2.2～未定) 

０．０

０．０ 

８１．９

８２．０ 

０．０ １,４１５．７

関 西 電 力 ㈱ 

 

大 飯 発 電 所 

４号機 運転中 

１０１．６

１００．０ 

８６．５

８６．３ 

４４．０ １,３９３．８

１号機 運転中 

３４．５

３４．２ 

６８．４

６９．２ 

１０．４ １,６７３．８

２号機 運転中 
５６．６

５５．０ 

６７．９

６８．９ 

１７．１ １,６１３．３

３号機 運転中 
１８．０

１８．５ 

８２．４

８２．２ 

５．７ １,４８４．４

関 西 電 力 ㈱ 

 

高 浜 発 電 所 

４号機 
定期検査中 

(H20.8.23～H21.1 下旬)

９７．４

９４．４ 

８５．３

８５．０ 

３１．１ １,５１１．１

 合 計 
５６．９

５５．７ 

７２．５

７１．１ 

２３５．７ １８,９４５．２

 (注) 利用率・稼働率・電力量は平成 20 年 8月末現在、累計は営業運転開始以降。また、利用率・稼働率は四捨五入、電力量は切り捨て。 

 

 

原子力発電所の運転および建設状況 
原子力安全対策課 

平成 20 年９月３日現在 

（上段）設備利用率＝ 

発電電力量 

――――――――― 

認可出力×暦時間 

×100（％）

（下段）時間稼働率＝ 

発電時間 

――――――――― 

暦時間 

×100（％）



２．各発電所の特記事項（平成 20 年８月６日～９月３日） 

 （１）運転中のプラント 

発電所名 特記事項 

敦賀２号機 第 16 回定期検査中（H19. 8.26 ～ H20.9 月中旬以降予定※） 
※ 平成 20 年１月中旬、定期検査終了予定であったが、蒸気発生器入口管台溶接部での傷および

タービン動補助給水ポンプ起動入口弁の動作不良の対策等により、定期検査期間を延長した。

・発電停止   （H19. 8.26  0:00） 

・原子炉起動    (H20. 8. 3 17:00)、臨界(H20. 8. 4  2:32) 

・調整運転開始  (H20. 8. 8 12:00) 

美浜２号機 第 24 回定期検査（H19. 7.20 ～ H20.8.22※） 
※ 平成 19 年 11 月下旬、定期検査終了予定であったが、蒸気発生器入口管台溶接部での傷の対

策工事等により、定期検査期間を延長した。 

・発電停止   （H19. 7.20 10:30） 

・原子炉起動    (H20. 7.28 09:00)、臨界(H20.7.28 16:25) 

・調整運転開始  (H20. 7.30 18:56) 

・営業運転再開  (H20. 8.22 16:40) 

美浜３号機 第 23 回定期検査中（H20. 9. 1 ～ H20.12 月上旬予定） 

・発電停止   （H20. 9. 1 11:03） 

大飯１号機 第 22 回定期検査 （H20. 6. 4 ～ H20.8.28） 

・発電停止   （H20. 6. 4 10:00） 

・原子炉起動    (H20. 8. 1 19:00)、臨界(H20. 8. 2  1:10) 

・調整運転開始  (H20. 8. 3 10:30) 

 ・営業運転再開  (H20. 8.28 15:30) 

大飯３号機 第 13 回定期検査中（H20. 2. 2 ～ 未定） 
※ 平成 20 年 5月下旬、定期検査終了予定であったが、原子炉容器出口管台溶接部での傷の調査

により、終了時期は未定である。 

 

○原子炉容器出口管台溶接部での傷 

・原子炉容器出入口管台溶接部内面の渦流探傷試験において、Ａループ

出口管台の溶接部１箇所で有意な信号指示が確認された。有意な信号指

示が認められた部位を水中カメラで詳細に点検したところ、円周方向に

長さ約 3mm の割れが確認された。また、超音波探傷試験を行った結果、

傷の深さは特定できなかった。 

・当該部表面を工事計画認可申請書に記載された板厚 70mm まで研削（深

さ 4.6mm）したが、傷が残っていたため、国の技術基準を満足していな

いものと判断した。 

・傷を除去するため、傷を含めた幅約 11cm の部分の板厚を全周にわたり

変更（70mm→64mm）し、深さ約 10.5mm まで研削したが、傷が残っている

ことが確認された。 

・さらに深く研削を行うため、傷が残っている部分を含めた箱状（幅約

11cm、周約 13cm）の部分のみを深く（64mm→53mm）研削することとして、

その他の部分の板厚は 70mm に変更し、強度上の問題が無いことを確認し

たうえで７月 30 日、変更手続きを行った。 

（平成 20 年 5 月 26 日、7月 3日、8月 5日 公表済）

 

・その後、８月８日に研削を再開し、深さ約 20.3mm（板厚約 54.3mm） ま

で研削した結果、８月２３日、外観目視観察で傷が認められず、渦流探

傷試験でも有意な信号指示が確認できなくなった。さらに、念のため追

加研削（約 0.7mm）を行い、傷がないことを確認した。 

・現在、国の確認を受けるとともに、原因と対策をとりまとめている。 



発電所名 特記事項 

大飯４号機 ○ １次冷却材中の放射能濃度の上昇 

・定格熱出力一定運転中の平成 20 年 8 月 6 日、定例の１次冷却材中のヨ

ウ素濃度測定を行った結果、前回の測定値（約 0.6Bq/cm3）を若干上回

る値（約 0.8 Bq/cm3）が確認された。 

・このため、8 月 7 日に化学体積制御系統にある冷却材脱塩塔※を切り替

えたところ、ヨウ素濃度は低下した。 

・その後、8月 18 日の定例測定においてヨウ素濃度の上昇（約 0.9 Bq/cm3）

が確認され、8 月 19 日の再測定では、ヨウ素濃度の上昇傾向（約 1.1 

Bq/cm3）を確認したため、燃料集合体に漏えいが発生している疑いがあ

ると判断した。 

・現在のヨウ素濃度は、運転上の制限値（40,000 Bq/cm3）に比べ十分低

く、環境安全上の問題はないと判断されることから、ヨウ素濃度測定頻

度を３回／週から１回／日に変更し、監視を強化する。この事象による

環境への放射能の影響はない。 
 
※ １次冷却材中の不純物を樹脂に吸着させて、除去するための装置。装置は２台あり、不純

物の除去能力が低下すると、装置の切替えを行う。 

（平成 20 年 8 月 19 日 公表済）

高浜１号機 第 25 回定期検査 （H20. 3.19 ～ H20.8.22） 

・発電停止   （H19. 3.19 19:32） 

・原子炉起動    (H20. 7. 8 20:00)、臨界(H20. 7. 9 4:20) 

・調整運転開始  (H20. 7.10 15:00) 

・営業運転再開  (H20. 8.22 15:45) 

高浜３号機 第 18 回定期検査 （H19.11.23 ～H20.8.28※） 
※ 平成 20 年４月上旬、定期検査終了予定であったが、蒸気発生器入口管台溶接部での傷の対策

工事等により、定期検査期間を延長した。 

・発電停止   （H19.11.23 10:00） 

・原子炉起動    (H20. 8. 1 18:00)、臨界(H20. 8. 2   4:30) 

・調整運転開始  (H20. 8. 3 16:00) 

・営業運転再開  (H20. 8.28 14:20) 

高浜４号機 第 18 回定期検査中（H20. 8.23 ～H21.1 月下旬予定） 

・発電停止   （H20. 8.23 10:00） 

 

 

（２）建設中のプラント 

発電所名 特記事項 

もんじゅ プラント確認試験中（H19. 8.31 ～ H20.10 月予定） 

・８月 31 日現在、全 141 試験項目中 104 項目を終了している。 

初装荷燃料の変更計画について平成 20 年 4 月 26 日に事前了解 

  H18.10.13 原子炉設置変更許可申請 

H20. 2.19 許可 

８月 20 日、プラント確認試験の工程を２ヶ月延長するとともに、性能試験

に必要な反応度を得るためにⅢ型燃料の交換作業を追加したことにより、

原子力機構は平成２１年２月頃の性能試験再開を目指すこととしている。

 



 

（３）廃止措置中のプラント 

発電所名 特記事項 

原子炉廃止

措置研究開

発センター 

（ふげん） 

廃止措置中（H20. 2.12～） 

・原子炉冷却系統施設（第３、４給水加熱器等）解体撤去作業実施中 

・重水系・ヘリウム系（重水循環ポンプ用熱交換器）汚染除去工事のトリ

チウム除去作業実施中 

・原子炉冷却系統施設（主蒸気管等）解体撤去作業実施 

 

 

 

 

３．燃料輸送実績（平成 20 年８月６日～９月３日） 

 

＜新燃料輸送＞ 

 

＜使用済燃料輸送＞ 

なし 

 

 
４．低レベル放射性廃棄物輸送実績（平成 20 年８月６日～９月３日） 

なし 

 発電所名 概   要 

高浜２号機 新燃料集合体 16 体を三菱原子燃料（株）より受け入れ（８月 22 日）

高浜２号機 新燃料集合体 16 体を三菱原子燃料（株）より受け入れ（８月 27 日）

高浜１号機 新燃料集合体 20 体を三菱原子燃料（株）より受け入れ（９月２日） 



 
 
（参考） 
 

１．記者発表実績（平成 20 年８月６日～９月３日） 
年月日 番号 発  表  件  名 

H20.08.12 32 

高浜発電所の原子炉設置変更許可申請について（高燃焼度燃料の使用、洗浄排水

処理装置の取替え、使用済燃料輸送容器保管建屋の対象物としてウラン・プルト

ニウム混合酸化物新燃料輸送容器を追加する計画） 

H20.08.19 33 大飯発電所４号機１次冷却材中の放射能濃度の上昇について   

H20.08.20  34  
高速増殖原型炉もんじゅのプラント確認試験等の工程について 

（プラント確認試験の終了時期等の変更） 

H20.08.21 35 高浜発電所４号機の第１８回定期検査開始について 

H20.08.22 36 高浜発電所２号機の新燃料輸送について 

H20.08.22 37 高浜発電所１号機の営業運転再開について（第２５回定期検査） 

H20.08.22 38 美浜発電所２号機の営業運転再開について（第２４回定期検査） 

H20.08.27 39 高浜発電所２号機の新燃料輸送について 

H20.08.28 40 高浜発電所３号機の営業運転再開について（第１８回定期検査） 

H20.08.28 41 大飯発電所１号機の営業運転再開について（第２２回定期検査） 

H20.08.29 42 美浜発電所３号機の第２３回定期検査開始について 

H20.09.02 43 高浜発電所１号機の新燃料輸送について 

 
 
２．主な出来事（平成 20 年８月６日～９月３日） 

年月日 概      要 

H20.08.20 
・独立行政法人日本原子力研究開発機構の岡﨑理事長は、高速増殖原型炉もんじゅの今後

の工程等について旭副知事に報告し、県は、敦賀本部全体の体制を抜本的に変更・強化

するよう要請 

H20.08.25 
・旭副知事は、櫻井文部科学省審議官および平岡原子力安全・保安院審議官から高速増殖

原型炉もんじゅの工程変更について国の見解を聴取し、国の的確な指導・監督を要請 

 


